
全
体

目
標

【
ｱ
ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
1
】

県
民

が
定

期
的

に
が

ん
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る

【
目
標
】
あ
る
べ
き
姿
：

県
民
全
員
が
が
ん
の
予
防
、
検
診
、
治
療
に
関
す
る
一

般
知
識
を
も
ち
、
が
ん
に
な
っ
た
時
に
適
切
な
判
断
、
行
動
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

中
期

目
標

（
２
年

）
平
成

２
６
年
度
ま
で
に
メ
デ
ィ
ア
、
教

育
機

関
、
各

自
治

体
、
企

業
を
通

じ
て
、
一

般
市
民
が
が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
整
っ
て
い
る

指
標

：
講

演
会

参
加

者
数
、
コ
ン
テ
ス
ト
応

募
数

、
市

町
村

別
検

診
受

診
率

測
定

方
法

：
講

演
会

満
足

度
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査

最
終

目
標

（
５
年

後
）：

一
般

市
民
が

が
ん
に
関

す
る
基

本
的
な
知

識
を
持

ち
、
が

ん
に
な
っ
た
と
き
に
適

切
な
判

断
、
行

動
す
る
こ
と
が

で
き
る

指
標

：
（
中
期
目
標
と
同
じ
）

測
定
方
法

：
（
中
期
目
標
と
同
じ
）

部
会

が
担

当
す
る
分

野
の

課
題

と
目
標

施
策

毎
の

ア
ウ
ト
カ

ム
目

標

導
き
出

さ
れ

た
対

策
項

目

施
策

毎
の

ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
目

標

施
策

ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

【
対

策
項

目
３
】

一
般
市
民
に
対
し
て
の
正
し
い
情
報
の
提
供
を
行
な
う

【
ｱ
ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
3
】

学
校

教
育

へ
が

ん
に
関

す
る
教

育
の

導
入

、
校

内
で
の

自
主
的
が
ん
講
演
会
の
開
催
（
教
員
向
け
、
P
T
A
向
け
で

の
定

期
開

催
）

【
施
策
1
】

①
マ
ス
コ
ミ
を
対
象
と
し
た
メ

デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

②
一
般
市
民
に
正
し
い
が
ん

情
報
を
発
信
す
る

【
施
策
6
】

が
ん
の
予
防
・検

診
・

治
療
等
、
県
民
全
体

へ
の
が
ん
啓
発
番
組

を
企
画
す
る

①
セ
ミ
ナ
ー
を
平
成
2
8
年
3

月
ま
で
に
1回

実
施
す
る
（目

標
参
加
者
数
2
0
人
）

②
報
道
回
数

新
聞
2
社
：
1
2
回
/
年

テ
レ
ビ
局
4
社
：
1
2
回
/
年

ラ
ジ
オ
局
4
社
：
1
8
回
/
年

【
ｱ
ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
4
】

各
市

町
村

主
催

の
一

般
市

民
向

け
講

座
の

開
催

に
よ
り
が
ん
検

診
率

が
向

上
す
る

【
施
策
7
】

一
般
向
け
講
演
会
の

講
師
リ
ス
ト
を
公
開
・

配
布
し
、
講
演
会
を
実

施
す
る

【
施
策
8
】

専
門
的
な
病
院
に
お

け
る
、
が
ん
種
毎
の

担
当
医
を
公
開
す
る

が
ん
征
圧
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
月
間
に
お
い
て
、
が

ん
検
診
受
診
啓
発
、
小

児
が
ん
や
希
少
が
ん
の

認
知
の
た
め
の
、
ラ
ジ

オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
CM

や
、

ラ
ジ
オ
番
組
を
企
画
放

送
す
る

①
平
成
2
7
年
8
月
ま
で

に
専
門
的
お
よ
び
標

準
的
医
療
機
関
（２

５
施
設
）へ

の
が
ん
種
毎

の
担
当
医
リ
ス
ト
の
更

新
の
依
頼
を
か
け
る
。

②
平
成
2
7
年
1
2
月
が

ん
種
毎
の
担
当
医
の

公
開
（各

病
院
・
協
議

会
の
Ｈ
Ｐ
）

【
施
策
2
】

中
高
生
に
対
す
る

が
ん
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施
、
牛
乳
パ
ッ

ク
広
告
へ
の
掲
載

①
離
島
圏
を
含
む

中
高
生
を
対
象
と

し
た
が
ん
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施

（
離
島
県
を
含
め

た
学
校
へ
依
頼
す

る
）

②
ポ
ス
タ
ー
の
受

賞
作
は
、
平
成
28

年
3月

ま
で
に
宮

平
乳
業
と
提
携
し
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
広

告
欄
に
掲
載
す
る

【
施
策
3
】

①
各
地
区
P
T
A

に
向
け
て
、
講

演
会
の
講
演
者

リ
ス
ト
・
要
項
を

配
布
す
る

②
小
中
高
P
T
A

向
け
講
演
会
の

開
催
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

小
中
高
校

P
T
A
2
0
0
名
/
年

が
講
演
会
に
参

加
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
標
準
治
療

等
の
基
本
的
な

語
彙
を
知
っ
て

い
る
か
の
調

査
）
を
行
う

（
1
年
間
で
小
中

高
い
ず
れ
か
の

学
校
1
校
に
て

講
演
）

【
施
策
5
】

が
ん
に
つ
い
て

の
副
読
本
を
県

内
の
小
中
学
校

に
配
布
す
る
。

ま
た
、
児
童
・生

徒
に
対
し
、
が

ん
に
関
す
る
授

業
を
行
う

平
成
2
8
年
3
月

ま
で
に
1
回
、
学

校
教
育
者
へ
向

け
て
が
ん
教
育

に
つ
い
て
の
講

習
会
や
、
児

童
・
生
徒
に
対

し
、
が
ん
に
関

す
る
授
業
を
開

催
す
る

（
1
年
間
で
小
中

高
い
ず
れ
か
の

学
校
1
校
に
て

講
演
）

【
施
策
4
】

学
校
教
育
者
向

け
の
が
ん
教
育

に
つ
い
て
の
研

修
会
を
実
施
す

る

平
成
2
8
年
3
月

ま
で
に
1
回
、
学

校
教
育
者
を
対

象
と
し
た
が
ん

に
つ
い
て
の
教

育
指
導
の
た
め

の
研
修
会
を
実

施
す
る
。

(研
修
会
に
参

加
し
た
学
校
教

育
者
は
、
各
学

校
の
授
業
な
ど

で
、
児
童
・生

徒
に
還
元
す
る
)

離
島

も
含

め
た
公

私
立

小
・中

・高
校

【
施
策
9
】

職
場
で
の
が

ん
検
診
に
対

す
る
理
解
・

普
及
啓
発
、

及
び
が
ん
検

診
率
の
U
P
を

推
進
す
る

【
対
策
項
目

4】
職
場
の
理
解
：
企
業

で
の
検
診
の
義
務

化
強
化

【
ｱ
ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
5
】

職
場

検
診

受
診

率
の

向
上

①
平
成
2
7
年
7
月
ま
で

に
、
拠
点
病
院
・支

援
病
院
へ
、
一
般
向
け
講

演
会
の
講
師
リ
ス
ト
の

更
新
の
依
頼
を
す
る
。

②
平
成
2
7
年
1
0
月
リ
ス

ト
の
公
開
（
各
病
院
・
協

議
会
の
Ｈ
Ｐ
更
新
）

③
平
成
2
8
年
2
月
ま
で

に
リ
ス
ト
の
簡
易
版
を

作
成
し
、
学
校
関
係
・市

町
村
・企

業
に
配
付
す

る

【
ｱ
ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
2
】

学
生
の
が
ん
に
関

す
る
知

識
・
関

心
が

向
上

す
る

平
成
27

年
度

活
動
計
画
概
要

普
及

啓
発

部
会

平
成

2
7
年

1
月

が
ん
に
よ
り
死

亡
す
る
人

の
減

少
（
7
5
歳

未
満

の
年

齢
調

整
死

亡
率

の
2
0
％

減
少

）
す
べ

て
の

が
ん
患

者
及

び
そ
の

家
族

の
苦

痛
の

軽
減

並
び
に
療

養
生

活
の

質
の

維
持

向
上

が
ん
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮

ら
せ

る
社

会
の

構
築

平
成
2
8
年
3

月
ま
で
に
1

回
、
一
般
企

業
1
社
（
幹
部

職
）
の
方
対

象
の
講
演
会

を
開
催
す
る

【
対

策
項

目
２
】

県
教

育
委

員
会

、
学

校
教

育
機

関
、
ま
た
は
PT
Aを

媒
体
と
し
た
が
ん
啓
発

活
動

【
対

策
項

目
１
】

県
内
メ
デ
ィ
ア
へ
通
じ
て

の
正
し
い
が
ん
情
報
の

提
供
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株式会社宮平乳業 

牛乳パック広告 

※平成 27 年 4 月より

店頭販売

沖縄タイムス   第 23714 号 

2015 年 2 月 14 日（土） 25 面 

琉球新報   第 38111 号  

2015 年 2 月 21 日（土） 28 面 
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【施策 4】学校教育機関または PTA を媒体としたがん啓発活動（案） 

①「がん教育」の講師としての医師名簿

②養護教諭 5 年経験者研修｛平成 27 年 8月 18 日(火)｝

① 「がん教育」の講師名簿の作成、及び講師派遣について

主 旨：「がん教育」にかかわる子供たち向けの講演、出前授業等、対応できる医

師の名簿の作成を行う。地区別（国頭・中頭・那覇・島尻・八重山・宮

古）に一人ずつ。 

県教育庁保健体育課にて、その他、「くすり教育」関連の学校薬剤師、「思

春期・周産期教育」関連の保健師・助産師と合わせて、講師のとりまとめ

を予定。 

対象者：県内小学校・中学校・高等学校の児童生徒 

担当課：県教育庁保健体育課(担当：又吉) 

備 考：①名簿を各学校へ案内はせず、講師依頼があった時に保健体育課において

紹介する。 

②その学校と日程調整などしながら進めて行く方法としたい。

③講師料は、県の規定に合わせた報償費の支払いになる。

※平成 27 年度に向けて、各学校への周知を行う。

※学校の保健主事研修会などでもこの取り組みを紹介して「がん教育」の普及啓発に努める。

② 養護教諭 5年経験者研修

日 時：平成 27年 8月 18日(火) 午前

場 所：総合教育センター

対象者：養護教諭 5年研修・10年研修対象者

担当課：総合教育センター(養護教諭研究主事：玉城たまき)

講 師：○琉大病院がんセンター長 増田昌人

○琉大病院骨髄移植センター長 百名伸之

テーマ：○がんの総論

○小児がんについて

○小児がん相談支援マニュアルの紹介

＊昨年と同等の研修 

資料２７－４



「
が

ん
教

育
」

の
講

師
と

し
て

医
師

名
簿

 

平
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27
年

3
月

10
日

 

沖
縄

県
が

ん
診

療
連

携
協

議
会

普
及

啓
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部
会

地
域
 

所
属

機
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・

T
e
l 

氏
名
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0
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平成 26 年度 第 3回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨 

【日 時】平成 26年 12月 2日（火） 15：00～17:00 

【場 所】琉球大学医学部附属病院３階 がんセンター 

【参加者】 5名：長井裕（琉大病院産婦人科）、高橋慶行（県立中部病院）、 

増田昌人（琉大病院がんセンター）、又吉美奈子（沖縄県教育庁）、 

兼城研（沖縄県保健医療政策課） 

【欠席者】 5名：松野和彦（那覇市立病院）、奥平忠寛（県立宮古病院）、 

山本孝夫（県立八重山病院）、赤松道成（北部地域医師会病院）、 

大湾盛治（患者の立場の者） 

【陪席者】  1名： 井上 亜紀（琉大病院がんセンター） 

【報告事項】 

１. 平成 26年度第 2回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨

資料 1に基づき、平成 26年度第 2回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨が承

認された。 

２．【施策 4】学校教育機関または PTAを媒体としたがん啓発活動について 

8/14 養護教諭 5年経験者初任者研修会について 

資料 2に基づき、養護教諭 5年経験者研修｛平成 26年 8月 14日(木)｝について、増田委員

より報告があった。主催は、県教育庁で県立総合教育センターにて行われ、参加は養護教諭初

任者，5年経験者の合計 27 名であった。増田委員と琉大病院骨髄センター長の百名先生を講

師として、増田委員からは「がんの総論」のテーマで大人のがんについて（父母・祖父母がが

んになった場合）、百名先生からは「小児がんについて」のテーマでの講義が行われた。長井

部会長より、次年度以降も継続したいとの意見があり、引き続き県教育庁と調整することが了

承された。 

３．【施策 7】平成 26年 9/1～9/30ラジオ沖縄「がん征圧キャンペーン」、9/25ラジオ

番組について 

資料 3に基づき、事務方より、ROKラジオ沖縄にて 4回目となるがん征圧キャンペーンを行

ったことが報告された。9月いっぱいラジオコマーシャルが放送され、特別番組の「チャット

ステーション L（パーソナリティー玉城美香さん）に、肺がんのご専門の医師のお立場として

松野副部会長、医療ソーシャルワーカーのお立場で那覇市立病院高江洲アヤ子氏、行政のお立

場から沖縄県健康長寿課糸数課長にゲスト出演いただいいてリスナーさんからも 200通を超え

るメール等の応募があった。また、「がん対策」について長井部会長、「おきなわがんサポー

トハンドブック」についてハートライフ病院の望月相談員のお二人に取材を受けていただき放

送後には、ラジオを聞いた方からの反響もあった。

長井部会長より、次年度以降、年 1回だけでなく年数回特番を放送出来ないかの提案、増田

委員より今回 CM のスポンサーとなっていただいた沖縄食料会部式会社様へのお礼状の発送な

の提案があり、協議の上了承された。 

４．【施策 8】一般向け講演者リスト（人材バンク）について 

資料 4に基づき、長井部会長より、協議会 HPに講演者リストがアップされているとの

周知があった。又吉委員より、学校の方に部位別でのリストが届いてもわかりにくいの

で、「がん教育」を推進するにあたって、学校関係者にもわかりやすい講師の一覧表・講

資料２７－５ 



演会のご案内等を作成してはどうかとの意見があった。増田委員より、人材バンクのリス

トは協議会 HPに公開するとして、北部・中部・那覇・南部・宮古・八重山の地区別の講

師を若干名記載したわかりやすいリストと案内を作成してはどうかとの提案があり、協議

の上了承された。増田委員より、絞り込んだリストとしては部会委員をベースにして作成

する、長井部会長より大企業にも絞り込んだリストを送付して講演会につなげるなど、検

討してはどうかという提案があった。 

 

５．その他 

（１）武雄市「がんの教育」研究発表会について、 

 参考資料に基づき、又吉委員より、文部科学省委託事業の「平成２６年度 佐賀県がん

の教育総合支援事業」による佐賀県武雄市の武雄市立登川中学校での公開授業・講演会の

実施について、全国の教育委員会に周知があったことが報告された。 

 

【協議事項】 

１．【施策 2】第 4回がん検診啓発ポスターコンテストの審査について 

資料 5に基づき、協議会での投票による予備審査を踏まえて、部会委員による審議の結果、

最優秀賞に沖縄県立コザ高等学校 1年池味美冬さん、優秀賞に沖縄県立北中城高等学校 3年幸

喜舜さん、アイディア賞に宮古島市立上野中学校 3年上里夢叶さん、ベストコピー賞に粟国村

立粟国中学校 3年久保仁義さん、ベストデザイン賞に那覇市立上山中学校比嘉貴子さんの作品

が受賞となった。今回は、応募数や応募校もかなり増えたので、新たにベストコピー賞・ベス

トデザイン賞の 2つの賞を設けることが協議の上決定された。入賞した 5作品は、2月 13日

の第４回協議会にて表彰される。最優秀賞作品は、宮平乳業様の牛乳パック広告に掲載され、

優秀賞・アイディア賞の 2作品はポスター作成をすることが決定した。 

事務方より、今年度も無償で牛乳パックの広告欄に、がん検診ポスターコンテストの受賞作 

品(アイディア賞)を掲載して頂くよう打診中との報告があった。増田委員より、2月の協議会

にてがん検診ポスターコンテストの受賞者の生徒さんの表彰式を行うとともに、宮平乳業様の

社会貢献に対し感謝状を送ることが提案され了承された。 

また、今回１０５作品、１８校の応募があったため、応募の生徒さん全員に参加賞の賞状を

贈ることが、協議の上決定された。 

 

２．平成  27 年度の普及啓発部会の運営・事業行動計画・予算の骨子案、平成  26 年度

の事業計画の評価について・・・（ 資料 6-1,6-2,6-3,6-4） 

（１）平成 27年度の行動計画について 

 資料 6-1,6-2に基づき【施策 5】学校教育機関または PTAを媒体としてがん啓発活動(3)

「がんについての副読本の作成について」、【施策 6】離島におけるがんに対する講演会の開

催については、協議の結果、次年度の計画からは削除することが了承された。 

【施策 1】メディアセミナーの開催 

 増田委員より、昨年度は 1回のみ、5月に開催したがメディアが 4,5名しか参加していなか

ったので、協議会委員である沖縄タイムス社の儀間氏に相談中ではあるが、メディア側は沖縄

タイムス社・琉球新報社とも担当がひとりのために参加者集めが非常に難しい状況がある。 

長井部会長からのメディアが求めているものは何か？の質問には、増田委員より、がん対策

全般，医療のこと全般であり、東京ではメディアセミナーが会員制で開催され参加者や参加メ

ディアも多いが、沖縄ではなかなかメディア関係者の集客が難しいとの回答があった。メディ



アドクターについては、地元紙の記事の検証を行った方がよいが難しい現状があり、今までは

本土紙の検証を行ってきた。高橋副部会長から、沖縄タイムス社・琉球新報社の市民講座など

に提案してはどうかの意見があり、次年度は、周知方法、事業内容の(1)メディア関係者を対

象としたセミナーの開催、(2)一般市民に正しいがん情報を発信するための市民講座等、沖縄

タイムスの儀間氏にも相談し、内容を検討していくことが了承された。 

【施策 3,4,5】学校教育機関または PTAを媒体としてがん啓発活動(1),(2),(3) 

部会としては、事務局にて、簡易版の講演のできる方のリスト付き案内文書を作成し、又吉

委員より教育庁で各学校に配布してもらうことが了承された。また、又吉委員より、「がん教

育」→児童・生徒へのがんに関する授業は保健体育の先生が行うので、現在、県教育庁・県保

健医療部・県医師会の協働で「食育」「生活主幹」「心のケア」の副読本を作成中であり、そ

の中に「検診」の項目もあるので、養護教諭・保健指導主事のみの研修会ではなく、保健体育

教諭のがんに関する研修会を行っていただきたいとの要望があり、了承された。がんについて

の副読本の作成については、先述の通り、部会事業より削除する。 

【施策 8】一般向け講演者リストの更新・公開、【施策 9】専門的病院におけるがん種ごとの

担当医の公開 は、次年度も更新する。【施策 10】職場でのがん検診に対する理解・普及啓

発のアンケート調査については、簡易版の講演者リスト付き案内文書を作成し、引き続き検討

を続けることが了承された。 

 

（２）平成 27年度の予算の骨子案について 

 資料 6-3 に基づき、協議の上、【施策 5,6】は削除し、郵便料金の変更などの修正を行

うことで了承された。 

 

（３）平成 26 年度の事業計画の評価について 

 資料 6-3 に基づき、協議の上、【施策 2】ポスターコンテスト、【施策 4】学校教育者

向け研修会、【施策 7】ラジオ特別番組、【施策 8】一般向け講演者リストの更新及び公

開、は今年度事業完了のため 10点とし、【施策 1】メディアセミナー、【施策 3】学校

PTA 向け講演会、【施策 9】がん種毎担当医リスト作成および公開、【施策 10】記業務課

のアンケート及び講演会、は未完了のため減点した。なお、【施策 5】教育指導者のため

の副読本の作成、【施策 5】離島での講演会、は未実施のため 0点 ということが、協議

の上了承された。 

  

３．その他 

 

４．次回、平成２７年度第１回部会開催日について 

【候補日(1)】  4月 14日(火)15:00～ 

【候補日(2)】  4月 21日(火)15:00～ 
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